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銀行信用に関する一考察
















































































(1) Das Kapital, Bd. I. S. 439.岩波文庫UOJ, 11 Iベ戸ジ。
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預 金 c C(l-r) C(l-r)2……＝ r c 
支払準備 Cr C (1-r)r C(1-r)2r……＝ c 













































































































































































































































(1) Das Kapital. Bd. I. S. 566.岩波文庫倒， 320ペー ジ。
（紛振替決済機構については，前掲高木暢哉『銀行信用論』，第五章，第六章に詳しい。






















































































(1) Das Kapital, Bd. ll. S. 440.岩波文庫（10), 119ぺF ジ。
















業の生産力について，神秘的な表象を抱いてはならぬ。」 (Das Kapital. Bd宇 1[,
s. 347。岩波文庫（6),303～4ベ｛ジ。〉
(4) ζの点｝こ関連して，中村孝俊教授は，信用創造が日本銀行との関連で積極的に行な
われた，第二次大戦後の日本経済について次のように言われている。 「まず預金を集
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めそれを支払準備として信用創出を行なうというよりは，日本銀行からの借入可能性
をもって支払準備とみなし，まず信用創出が行なわれ事後的に預金が形成されるとい
う方式がとられた，というととである。ここに，オーバー・ローンを基礎とする“間
援金融方式”〈たんなる“間援金融”一般ではなく）が形成されることになった。事
後的には預金が形成されて，貸出と預金のバランスは回復されることになるが，貸出
先行の特異な方式がとられたことは否定できない。」（中村孝俊「日本経済における
証券市場の位置J，中村孝俊・川合一郎他編『証券経済講座』 1.東洋経済新報社，
1968年， 13ペー ジ。）
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